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Ⅱ．パラメー ター I、M、m の近似式の算出
植物の 2 つの指標の関係を表すのにアロメ
トリー式がよく用いられる。アロメトリー式
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図 1　先端集中荷重片持ちの振動公式
I：断面 2 次モーメント [m4]、E：ヤング率 [Pa]、
L：茎の長さ（ビーム長さ）[m]、M：葉の質量 [kg]、
m：茎の質量 [kg]

































Ⅲ．E、L および M の日内変化
シミュレーションを行う際、表 1の I、M、
m の近似式の変数 X に相当する値の変化量、
























齢約 42 日のプランター植えの小松菜 8 株
のうち、4 株を実験前日 18:00 以降から翌朝
9:00 まで遮光状態にする夜間グループとした。
9:00 に夜間グループ 4 株から 29 枚、14:30 に
昼間グループ 4 株から 27 枚の葉を採取し、
生重量計測後 105℃の定温恒温器で乾燥させ、
式（3）により含水比を求めた。























M および m の算出に使用する葉身 + 葉柄長
の初期値は 0.237[m] であった。これらを初
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